















　「跡見学園女子大学短期大学部紀要 　第四十集」 （平成一六年三月）に「 『徒然草』研究の序章」として、序段のあり方について、研究をした。その結論として、次のような内容が導かれた。以下、前記論文を引用する場合には、 「
04紀要」として引用する。
　「さて、ここまでの序段といわれている部分は、ある程度の分量を書い
てから清書す 段階で付け加えたものだろ と考えられる。通説に従えば、三十段程度を書き記してから、それら 内容をふまえて、最初におかれたのであろう。
　では第一段との関係はどうなるかというと、 『いでや』というのは、そ
れだけで完結した表現と考えてみるとうまくいく。 （中略） 『いいやいいや』とワンクッションをおき、本論に突入 たと考 るのである。
　僧侶が俗世間に『願はしかるべきこと』 どを抱 てはいけない。そ




























まめかし。それより下つかたは、ほどにつけつつ 時にあひ、したり顔なるも、みづから いみじ 思ふらめど、いとくちをし。 （第一段）
　④いにしへのひじりの御代の政をも忘れ、民の愁へ、国のそこなはる
るをも知らず、万にきよ をつく ていみじと思ひ 所せき ましたる人こそ、うたて、思ふところなく見 れ。
　「衣冠より馬・車にいたるまで、あるにしたがひて用ゐよ。美麗をもと









物うちいひたる 聞きにくからず、愛敬ありて、言葉おほからぬこそ、飽かず向かはまほしけれ。めでたしと見る人の、こころ劣 せらるる本性みえんこそ口をしか べけれ。
　⑦しな・かたちこそ生れつきたらめ、心はなどか、賢きより賢きにも
移さば移らざら 。かたち・心ざまよ 人も、才なく成りぬれば しなくだり、顔にくさげなる人にも立ちまじりて、 けずけおさるるこそ本意なきわざなれ。
　⑧ありたき事は、まことしき文の道、作文、和歌、管弦の道、また有




























ちとけたる寝も寝ず、身を惜しとも思 たらず 堪ふべく あ ぬわざにもよく堪へしのぶ ただ色を思ふがゆゑなり。
　まことに、愛着の道、その根ふかく、源とほし。六塵の楽欲おほしと














りしに、遥かなる苔の細道をふみわけ 心細くすみなしたる庵あり。木の葉に埋もるる懸樋の雫ならでは、 露おとなふも なし。 閼伽棚に菊・紅葉など折り散らしたる、さすがにすむ人のあればなるべし。
　かくてもあられけるよと、あはれに見るほどに、かなたの庭に大きな
る柑子の木の、枝もたわわになりたるが、まは をきびしく囲ひ りしこそ、少しことさめて、この木な ら しかばと覚えしか（第一一段）
　⑲同じ心ならん人と、しめやかに物語して、をかしきことも 世のは
かなき事も、うらなくいひ慰まん そうれしか べきに、さる あるまじければ、露違はざ んと向 ゐたらんは ただひとりあるここちやせ
ん。
　互に言はんほどの事をば、 「げに」と聞くかひあるものから、いささか
違ふ所もあらん人こそ、 「我はさやは思ふ」など争ひ憎み、 「さるから、さぞ」ともうち語らはば、つれづれ慰まめと思へど、げには、少しかこつかたも、我と等しか ざらん人は、大方のよしなしごと言はんほどこそあらめ、まめやかの心の友には はるかにへだたる所のありぬべきぞわびしきや。 （第一二段）
　⑳ひとり灯のもとに文をひろげて、見ぬ世 人 友とするぞ、こよな
うなぐさむわざなる 文は 文選 はれなる巻々、白氏文集、老子のことば、南華の篇。この国の博士ど 書ける物も いにしへのは あはれなる事多かり。 （第一三段）
　㉑和歌こそなほをかしきものなれ。あやしの山がつのしわざも、いひ
出でつればおもしろく、おそろ 猪のししも、 「ふす猪の床」と へば、やさしくなりぬ。
　この比の歌は、一ふしをかしく言 かなへたり 見ゆるはあれど 古
き歌どものやうに、いかにぞや、ことば 外に、あはれに けしき覚ゆるはなし。貫之が「糸による物 らな に」といへるは、古今集の中歌屑とかや言ひ伝へたれど 今の世の人の詠みぬべきことがらと 見えず。その世の歌には、す た・言葉、こ たぐひのみ多し 歌に限りてかくいひたてられたるも知りがたし。
源氏物語
には、 「物とはなし












はよく、能ある人、かたちよき も 常よりは とこそ見ゆれ。
　㉓寺・社などに、しのびてこも たる をかし。 （第一五段）　㉔神楽こそ、 まめか く、おもしろけれ。　おほかた、ものの音には 笛・篳篥。常に聞きたきは 琵琶・和琴。（第一六段）　㉕山寺にかきこもりて、仏に仕 まつるこそ、つれづ なく 心の濁りも清まる心地すれ。 （第一七段）









ものにて、今一きは心も浮きたつものは、春の気色にこそあめれ。鳥の声などもことの外に春めきて、 どやかなる日影に、垣根の草もえいづるころより、やや春ふかく霞みわたりて 花もやうやうけしきだつほどこそあれ、折し 雨風うちつづきて、心あわたた く散り過ぎぬ。青葉になり行くまで、よろづにただ心をの ぞ悩ます。 橘 名にこそおへれ、なほ、梅の匂ひにぞ い しへの事も立ちかへり恋 う思ひいでらるる。山吹の清げに、藤のおぼつかなきさましたる すべて、思ひすてがたきこと多し。
　「灌佛の比、祭の比、若葉の梢涼しげに茂りゆくほどこそ、世のあはれ





くるころ、萩の下葉色づくほど、早稲田刈り干すなど、とりあつめたる事は秋のみぞ多かる。また、野分の朝こそをかしけれ。言ひつづくれば、みな源氏物語・枕草子 どにことふりにたれど、同じ事、また 今さらに言はじとにもあらず。おぼしき事言はぬは腹ふくるるわざなれば 筆にまかせつつ、あぢきなきすさびにて、かつ破りすつべきものな ば、人の見るべきにもあらず。
　さて冬枯れのけしきこそ、秋にはをさをさおとる じけれ。汀の草に
紅葉の散りとど りて、霜いと白うおける朝、遣水より煙の立つかしけれ。年の暮れはて 人ご に急ぎあへる比ぞ、またなくあはなる。すさまじきも し 見る もなき月の寒けく澄める 廿日あまりの空こそ、心ぼそ なれ。御佛名・荷前 使立つなど 真にやんごとなき。公事ども繁く、春の急ぎにとり重ねて催し行はるるさまぞ、いみじきや。追灘より四方拝につづくこそ、面白けれ。晦日の夜、いたう暗きに、松どもともして、夜半すぐるまで、人の門たた 走り りきて、何事にかあらん、ことことしく のしりて、足を空にまどふが、暁がたより、さすがに音なく成りぬるこそ、 名残も心ぼそけれ。亡人のくる夜とて魂まつるわざは、 の比都にはなきを、東のかた は、なほする事に ありしこそ あはれ か。
　かくて明けゆく空の気色、昨日にかはりたりとは見えねど、ひきかへ














こそなりもてゆくなれ。いにしへ 「車もたげよ」 、 「火かかげよ」 とこそいひしを、今様の人は、 「もてあげよ」 、 「かきあげよ」といふ。 「主殿寮人数だて」と言ふべきを、 「たちあかししろくせよ」と言 、最勝講の御聴聞所なるをば、 「御講の蘆」とこそ言ふを、 「かうろ ふ くちをしとぞ、古き人はおほせられし。 （第二二段）
46




所にもありぬべき小蔀・小板敷・高遣戸なども、めでたくこそ聞ゆれ。 」「陣に夜の設せよ」といふこそいみじけれ。夜御殿のをば、 「かいともしとうよ」などいふ、また し。上卿の、陣にて事おこなへるさまは更なり、諸司の下人どもの したり顔に、 たるもをかし。さばかり寒き夜もすがら、ここかしこに睡り居 るこそをかしけれ。 「内侍所の御鈴のおとは、めでたく優なるものなり」とぞ、徳大寺太政大臣はおほせられける。 （第二三段）
　
32齊王の、野宮におはしますありさまこそ、やさしく、面白き事のか
ぎりとは覚えしか 「経」 ・ 「仏」など忌みて、 「なかご」 、 「染紙」などいふなるもをかし。
　すべて神の社こそ、すてがたく、なまめかしきものなれや。ものふり






しびゆきかひて、花やかなり あたりも人すまぬ野らと 変らぬ住家は人あらたまりぬ。桃李も いはねば、誰ととも か昔を語らん。まして、見ぬいにしへのやん事な り ん跡のみぞ、いとは なき。
　
京極殿・法成寺など見るこそ、志とどまり事変じにけるさまは、あは
れなれ。御堂の作りみがかせ給ひて、庄園多く寄せられ、我が御族のみ、御門の御うしろみ、世のかためにて、行末までとおぼしおきし時、いかならん世にも、かばかりあせはてんとはおぼしてんや。大門・金堂など近くまでありしかど、正和 比、南門は焼けぬ。金堂はそののち倒 ふしたるま にて、とりたつるわざもなし。無量寿院ばかりぞ、そ かたとて残りたる。丈六の仏九体 いと尊くてならびお します。行成大納言の額書ける扉、 ほ ざや に見ゆるぞ はれなる。法華堂などもいまだ侍るめり。これもまた いつまでかあらん。 ば りの名残だになき所々は、おのづからあやしき礎ば り残 もあれど、さだかに知れる人もなし。
　されば、万に見ざらん世までを思ひ掟てんこそ、はかなかるべけれ。（第二五段）　
34風も吹きあへずうつろふ人の心の花に、なれにし年月を思へば、あ
はれと聞きしことの葉ごとに忘れぬも から、我が世の外 ゆくならひこそ、亡 人のわかれよりも さりてかなしきものなれ。
　されば、白き糸の染まん事を悲しび、路のちまたのわかれん事をなげ
く人もありけんかし。堀川院の百首の歌の中に
























となれば、さ いへど そ きはばかりは覚えぬにや、よしなしごと言ひてうちも笑ひぬ。 らはけうと 山の中にをさめて、さるべき日ばかり詣でつつ見 ほどなく卒塔婆も苔むし 木の葉ふり埋みて、夕の嵐、夜の月のみぞ、こととふよ がなりける。
　思ひ出でてしのぶ人あらんほどこそあらめ、 そもまたほどなくうせて、
聞きつたふるばかり 末々は、哀 やは思ふ。さるは、跡とふわざも絶えぬれば、いづれの人と名をだに知らず 年々の春の草のみ 心あらん人はあはれと見るべきを、はては 嵐にむせび 松も千年をまたで薪にくだかれ、古 墳はすかれて田となりぬ。その形だになくなりぬる悲しき。 （第三〇段）
　
39雪のおもしろう降りたりし朝、人のがり言ふべき事ありて文をやる








れよりしばし見ゐたるに 妻戸を今すこしおしあけて、月見るけしきなり。やがてかけこもらましかば、くちをしからま 跡まで見る人ありとは、いかでか知らん。かやうの事は、ただ朝夕の心づかひによるべし。その人、ほどなく失せにけりと聞き侍り 。 （第三二段）
　
41今の内裏作り出されて、有職の人々に見せられけるに、いづくも難















































































悲しびゆきかひて、花やかなりしあ りも人す ぬ野ら 、変わらぬ住家は人あらたまりぬ（第二五段）
　この部分、川の流れを引用して、世の中を嘆く点は、
『方丈記』と類似

























１、第一段の『願はし』の流れは、第一五段まで続いている。ただし第一〇段から少しずつ、その流れ 変化し、第一四段 、 『願はし』の流れは途絶える。２、第一五段からは『旅だち』からの単なる連想の流れで、これが第一八段まで続く。ここに 、１ ような根底を『願 』で貫くようなものはない。３、第一九 は『折節の移りかはる』ことについて述べた 本段では『源氏物語』や『枕草子』への意識が見 れた。本書を、そういった古典となぞらえるという意識のあらわれであろう。そこから第二四段までやはり根底を貫く思想的なもの 感じられず、連想 発展で記述されているようだ。とくに第二四段 どは『枕草子』の類集 を模倣しているようなところもあって、兼好自身の姿勢の不安定さを感じさせる。４、第二五段から第三〇段までは、マイナス的な言葉 多用され、彼自身、 もっとも精神的に落ち込んでいるようにうかがえる。 語で言えば かなし』の多用である。しかし第三〇段 人間のはかなさから、千年の寿命といわれる松でさえ、薪とな 、お墓すらなく る、ということを記
すことによって、人生を客観的に見る姿勢ができたのだろう。５、第三一段からは 感傷にひたっていない、ということから、ここから随筆家、兼好の本当の旅立ちが始ま たと考えてよ と思われる。
　以上が記述の推定である。　ところで、序段はどうやって記されたか、という問題であるが、 『もの















を加えると、 　三〇段までは、 『枕草子』の影響をもっとも強く受けているものと考えておく。言い方を代 れば、 『枕草子』の形に触発されたということである。雑纂形態であること、類集段（ 「は型」 「 の」型）の影響が形の上 見られること、明確に「枕草子」 「清少納言」と本文に記していることなどからそ は確かであろう。 『徒然草』は、 『枕草子』から、表現形態と、発想 自由さを学んだ。その上で 彼独自の随筆文学に進んでいくということになる。もちろ 内面的な思想においては、まったく異なるのだが。
　まず最初に重要な文は、②「いでや、この世に生まれては、願はしか
るべき事こそ多かめれ」であり、 「願はしか 」がキーワードとなっ いる。人間の願望、ひいては欲望、から本書が始め いることは、実に興味深い。
　次に重要なものは、⑬「あだし野の」から始まる第七段である。いわ











の段は前半が「はかなき」 後半が「あ れなる」と うキーワードでまとめられている 「無常」を強く意識している段である。兼好の身辺 何かあった で ないかとい 推測 してみたくなるよう 、 「無常」という嘆きに満ちあふれて る。
　続く
34「風も吹きあへず（二六段）も同様。 「かなしき」 「悲しび」 「な
げく」 「さびしき」と悲しみのオンパレードである。
35「御国ゆづり」 （二











かたくなに守っているかのように感じられる。 『方丈記』 どと比べると、それは明らかである。序段から二九段までもそれは同様であった。しかるに、三○段は少々異な 。確 に具体的な人名も月日も されていない ら 随筆（エッセイ）には属するのだろうが、とくに最初の段落の「中陰」についての記述は、自己の体験、それも記述した時期に非常に近い頃の体験だったという匂いが強く感じられる。中でも しかしかのことは、あ かしこ あとのため忌むなる事ぞ」という会話部分は、実際に見聞したことに違いないと確信できる。そこから次の段落の「去る者は日々に疎 」へ つながって く。
　自己の経験から一般論へ、そして人生のはかなさを述べて三○段は完









は、今は「亡き人」の心に残る言動を上げているところが共通している。兼好の心情 、人は死んでも、その言動 自分の中に生きて る、ということへ 確認であっ ので ないか それ 、三〇段までの、たとえば『文選』による「去る者 日々に疎 」と う ある意味で 故人に対し否定的な、人生に消極的な、そういった姿勢が 人生を肯定する姿勢へと転換した を意味しているのである。
　では、一体そういう姿勢はどこに由来するのか。三〇段はまさに人生








れ。 」で始まる段は、実に力強い。細かい検討はまた別の機会に述べたいと思うが、再び極端に言えば、三〇段までの自分の考えをすべて否定しているかとも思われ 表現が次々と噴出しているのである。最後は「迷ひの心をもちて名利の要を求むるに、かくのごとし。万事は皆非なり。言ふにたらず、願ふにたらず。 」とまとめ、冒頭 照応し、一貫性 もっている。力強さがある。
　その中で、注目したいのは、中国思想の影響が強く見出されるという
ことである。就中、 「智恵出で は偽あり」 （老子） 「可・不可は一条なり」 （荘子）といった老荘思想の影響に注目したい。思いおこされるのは⑳「ひとり灯のもとに文を ろげて」 （一三段）であ 兼好は 「いにしへの中国 のあり方を第一としていた。 「文」によって自分が「なぐむ」という状態になると 言っている。 「文」について「文選 「白氏文集」 「老子」 南華 篇」の順 あげている。素直に受け取 ば、一三段を記述した時点では、その順番に興味をもち その順番に読んだということになろう。 「老子」はそ 時点では三番めであっ 彼の興味 対象は「文選」 「白氏文集」という、平安時代からの基本的な教養書 いうようなものにすぎなかった わけであ 。し し、三〇段と う心の苦難を乗り越えるにはその二作品では、不足すぎたので る。
　推定すれば、彼は絶望の時期に、毎日毎日「老荘思想」にあたる書物
をむさぼるように読み続けたに違いない。無為自然をとく思想には、まさに目から鱗がおちる思いであったろう。 「老荘思想」が兼好を絶望の淵から「復活」 せた、それが『徒然草』を再執筆させ、本格的な随筆へと導いたのである。
